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先に仕えられなければ（ヨハネ13：8-10）
　
イエス様が十字架の前で、弟子たちと最後の晩餐を守られたときの話です。いきなり、イエス様が、タオルを出して汚れていた弟子たちの足を洗い始めました。皆がびっくりして呆然となすがままにしていたとき、ペテロの番になりました。そのときペテロが「イエス様。尊いイエス様が、自分の汚れた足を洗うなんてありえません。私がイエス様の足を洗ってあげるべきではないでしょうか」と慎んで拒否しました。そのときにイエス様が、「もしわたしがあなたの足を洗ってあげなければ、あなたとわたしとは何の関係もないのだよ」とおっしゃいました。そうしたら、ペテロが「そういうことでしたら、頭も手も全部洗ってください」とお願いをしたときに、「もうあなたがたは全身きよいし、きよめられているものだから、足を洗うだけで十分なのだよ。この中にそうではない人間も一人はいるのですが、あなたがたはわたしのことを主と呼んでいるでしょう。その主であるわたしがあなたがたの足を洗ったのだから、あなたがたも互いに足を洗いあいなさいよ」と勧めた場面です。非常に大切な意味を持つし、大切な場面だと思います。

多くのクリスチャンの方々が、種に仕えようという意欲があり、熱心に信仰生活を頑張ろうとしています。悪くはありませんが、それが長続きしない場合がほとんどです。そうすると、ある程度、ダウンして、また力を回復して、また主のために良い信仰者になろうということで頑張ろうとします。しかし、不思議なことに中々、実が結ばれないし、長続きしないというのが正直な告白ではないでしょうか。その結果、信仰生活はとても重いものなのだなと、信仰生活を正しく頑張るためにはだいぶきついのだなと感じるようになり、他の信徒にもそれが伝わるようになります。決心はしますが、それが持続できないということがしばしばあります。それでも私たちの心の中には、基本的にしっかりやらないと、正しくしないとという基準、ルールというものが染み込まれているので、イエス様を信じたのだから、しっかりしないと、頑張らないと、正しくやらないとという思いが、ついつい芽生えてくるのです。でも、しっかりやらないと、頑張らないと、正しくやらないとというのは、実は、聖書が私たちに与えられたものというよりは、自分が作り出した枠なのです。もっと正確に申し上げると、だれかによって、なにかによって作り上げられた枠というものではないでしょうか。その枠にのっとって信仰生活もしようとしているわけです。まるでイエス様が、私たちの足を洗おうとしたときに、ペテロのように「いやいや、そんなのありえません。自分でやりますから」とイエス様が、足を洗ってあげようとしていらっしゃることを中々、受け入れることができないまま、自分でやろうと、自分で主に仕えようとします。そうすると、負担になり長続きできなくなります。世の中では、ありがたいことがあり、なにかがあれば、自分で頑張って、その分、成果を出すというのが普通です。それをそのまま持ってきて、信仰生活にも当てはめようとすると疲れてしまうのです。今日から、イエス様を信じて主に仕えるということが、どういうことなのかを正しく理解して、長続きできないままダウンしアップダウンを繰り返し、結局は疲れてしまうような信仰生活は終わりにしていただきたいと願います。
ですから、クリスチャンの信仰生活、また人生を勝利するということすべてが、なにが大前提なのかというと、イエス様に仕える前に、イエス様に、主に仕えられることが先なのです。だから、イエス様は、弟子たちの足を洗いながらそのことを示していらっしゃいました。私たちは、そういうことをあまり考えずに、当たり前に良いことなのだから、正しいことなのだからやろうではないかとつい思ってしまいますが、結果が出ないし長続きできません。そうすると、神様ご自身を誤解してしまうようになります。私たちに重い課題を与えられて、ノルマを達成しなさいよというような、会社の上司みたいに感じてしまうのです。神様は、そういう方ではありません。私たちがどこに行ったのか、どんな存在なのか、いまどんな限界を抱えているのかすべてご存知の方です。だから、私たちに何か要求される方ではありません。要求してそれに対応できるような存在ではないということをだれよりもよくご存知なのです。だから、要求されるのではなくて、私たちのために先になさる方なのです。これが宗教と倫理、道徳との徹底的な違いです。信仰生活は、負担でも難しいことでも、無理やり頑張ることでもありません。主に仕えることではありません。結果的にそうなるでしょうが、まず、主に仕えることを主が望まれるわけではありません。仕える能力も私たちにはありません。ペテロのように「いやいや自分でやりますよ」と忠誠心のように見えるかもしれませんが、それは自分のことがまだよくわかっていない無知な結果であり、ある意味では、無知による高慢なのです。何ができるのでしょうか。それでイエス様は、いま模範を示されて、「わたしに仕えるのではなくて、わたしがあなたがたに仕えるから、あなたがたはそういう存在なので、仕えられることが先なのだよ」とおっしゃいました。仕える前に、なにかをやろうとする前に、良いから、正しいから、もっともなことだから、やろうとする前に、まず徹底的に優先に仕えられるところから始めないといけません。なぜかと言いますと、私たちはどうしようもない罪人だったのです。すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない。神様のことをすることも信じることも仕えることもできないし、また特別な例外があるわけではなくて、すべての人は罪人なのです。その結果、生まれたときからたましいを持つ唯一の存在なのに、たましいが死んだままの状態で生まれ、霊的なこと、神に対しては全く麻痺して無感覚の状態で生まれます。それは単にたましいが死んだという状態だけの話ではありません。残念ながら、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であると言わざるをえない存在なので、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれました。だれがでしょうか。ひとりも例外なくすべての人間がです。だれが悪い、肌色が違うから、どっちが上、下ということは、無知の産物です。人と人とを比較するということも、全部神を離れた結果の産物なのです。クリスチャンは、そういうことに惑わされてはいけません。その結果、自分の意志をコントロールできないまま、エペソ2：2に書いてあるように、空中の権威を持つ支配者が作り上げて動かしている世の流れにのっとって流されます。別のことばで申し上げると、奴隷になって生きるしかない存在です。人間は、生まれながら時代、民族、国、人柄などと一切関係なく、神を認めない本性を抱えて、その理論に従って歩いて行くようになっています。それが形になっているものが宗教であり偶像崇拝になるだけです。べつに偶像崇拝をしていなくても、みな世の流れに乗っています。お金が神なのだ。成功こそが神なのだ。自分が神なのだ。人間は最高だというようなことを、みな心から歓迎して喜ぶ性質、本性を持っていきます。どうしようもない罪人なのです。だから、私たちがなにか善良なこと、地球のために、ましては神のために、人生のために、人間のために善良なことができるというのは最初からありえないことです。だから、人間がなにかをやる前に、まず神様が、まずキリストであるイエス様が、私たちをきよめないといけないわけです。イエス様が、私たちのために仕えないといけないのです。それで、イエス様は、いま十字架が迫ってきているところに立っていらっしゃいます。イエス様が、十字架にかけられることによって、どうしようもない罪にまみれている私たちのすべてをきよめられるようになります。それが、イエス様が、私たちに仕えることです。あなたがたは全身きよいです。ヘブル10：14には、イエス様が、一回ご自分を犠牲のいけにえとしてささげたことによって、私たちを永遠にきよめられたと書いてあります。だから、イエス様が、そのように私たちをどうにかしてくれない限りは、なにかが始まらないのです。ローマ8：2、イエス様が、私たちに仕えた結果、死と罪の原理から解放されて、イエス様が、私たちに仕えることによって、神を離れて、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれた私たちが神の神殿と呼ばれる神様ご自身が聖霊をとおして内側に住まわれる、そういう不思議な存在に作り変えられるようになるのです。まず、そのようにイエス様が、私たちをしてくれない限りは、何も始まりません。
そして、全身きよいので、いつこの世を離れることがあっても、天の御国の国籍が与えられて、天国に行ける希望の中、この人生を歩くようになります。ですから、イエス様が、十字架にかけられ血を流されて、私たちに仕えることによって、全身きよいもの、古いものは過ぎ去り、すべてが新しくなったと宣言されて当然なものになるのです。エペソ2：8には、それは私たちから出たものではなく、神の恵みのゆえに信仰によって与えられたものだとあります。イエス様が、仕えてくださらなければいけないのです。まずそれが先です。それが新しい人生、まともな人生のスタートです。しかも今日の聖書の箇所の13章の一番冒頭のところを見ますと、イエス様が、弟子たちを愛して、最後の最後まで愛されたと書いてあります。つまり、イエス様が、私たちに仕えるというのは、根本的に私たちをきよめられるだけではなくて、今現在も、汚れつつある足を洗ってくださらなければいけないのです。私たちは自分でクリスチャンだからといって、汚れないわけではありません。でも、それを自分で処理できると思いますが、無理です。最初から、イエス様に仕えられて、いまも、これからも、後も、イエス様に仕えられることが優先なのです。だから、イエス様はご自分でタオルを出して、弟子たちの足を洗ってくださったのです。そういう関係です。神様の恵みによって、全身きよいのです。古いものは過ぎ去り、きれいな神の子どもになったのにもかかわらず、この地上にいる間には、人間的な弱さを抱えているし、肉体的な様々な限界を抱えているし、ときにはミスを犯したり、過ちを犯したり、倒れることもあります。しかし、そのすべてを自分でどうにかするのではなくて、イエス様が、いまも足を洗っていらっしゃる、つまり、イエス様の十字架によって全身きよめられた十字架の力は、十字架の効力は、十字架の威力は永遠なものなのです。いまも私たちの弱さに、いまも私たちの限界の方に、イエス様は右の座に座っていらっしゃって、その十字架の力をもって当てはめて適用していらっしゃるのです。いまも私たちの弱さ、汚れ、失敗などを、イエス様に洗ってもらわなければいけません。イエス様が、それも仕えてくださるわけです。それさえも私たちは、まずは仕えられる者でなければいけないわけです。何をするのでしょうか。何ができるのでしょうか。何をしようとしているのでしょうか。何を悩んでいらっしゃるのでしょうか。もうおやめになってください。まず何をどうのこうのと考える前に、イエス様に仕えられることを先に考えてください。私にも弱さがあり、私も失敗する時があるし、限界にぶつかる時もあります。そして、これはなければいいなと思っていても、中々、消えないまま自分の中で動いているものもあります。しかし、それに引っかかることはありません。自分で処理しようともしません。あろうがなかろうがこのためにイエス様は十字架で血を流されました。これもイエス様に十字架にささげないといけません。イエス様が、いまも足を洗っていらっしゃるのだから、そして、私たちが弱いものだとご存知の上で、環境も状況も条件もままならないとすべてご存知なのです。でも、なにひとつそれで苦にならないように、言い訳にできないように、いまも仕えていらっしゃるのです。自分の力や何かではありません。聖霊が臨まれると力を得て、そのすべてが言い訳にもならないし苦にもならないし、何の邪魔にもならない。そのすべてを乗り越えられるようになるのだから。自分でやることは何一つありません。いまも天の右の座において、聖霊を注いでいらっしゃいます。弱いから言い訳をしたり、目の前に大きな壁があり問題があるから、ああだ、こうだと文句を言ったり悲しんだりというのは、自分が主人でしょう。自分が何かをやろうとしているからでしょう。まずイエス様に仕えられなければいけません。私たちは、冒頭で申し上げましたように、本能的に自分が主人だったのでやろうとします。それによって結果がどうのこうのということにあまりにも慣れているので、クリスチャンになってからも味わうことができません。弱くても構いません。お金がなくても構いません。問題だらけでも、弱さだらけでも構いません。イエス様に仕えられればいいのです。十字架の威力を告白して、いまもイエス様は私のすべての弱さをご存知の上で、天の御座において聖霊を注いでいらっしゃることを覚えていてください。だから、私たちは、イエス様に先に仕えられることが優先であれば、私たちがやるべきことというのは、その仕えられることにたっぷりひたって信じることです。義人は信仰によって生きる。信仰に始まり、信仰に進ませる。これがキリスト教です。そのときに主を見上げることができます。そして、何も躊躇せずにヘブル4：14-16、私たちには、大祭司がいらっしゃる。そのイエス様が私たちの弱さと苦しみを経験していない方ではありません。すべて経験していらっしゃるから、すべてご存知なので、その恵みの座に大胆に近づくことができます。それで十分です。イエス様に仕えられるようにしましょう。結果がどうなるのかは、私たちが気にすべき内容でもありません。私たちの一番は、とにかくイエス様に仕えられるように、そちらの方にたっぷり溺れていくようにすることです。それを信仰と言います。

そのときに、教会において、仕えられる者ではなくて、仕える者として立つようになります。ほとんどがみな逆なのです。イエス様に仕えられることは拒否して、教会では人に仕えられようとしています。教会で仕える者。なぜでしょうか。自分がイエス様に仕えられると、教会を見る目が変わります。教会には外見やレベルやいろいろな意味で多様な人が集まるところです。しかし、それではなくて、彼らはイエス様が仕えている存在、イエス様に仕えられているものです。私がそうだったように、皆が尊い貴重な存在だと見るようになります。でも、自分でイエス様に仕えられる喜びがわかっていないと、教会の他の兄弟姉妹を見るときにもそういう目で見ることができないでしょう。だから、貴重な存在なのです。けれども、人によってこのことにいまだ気づいていないまま悩んでいる人も迷っている人も結構多いなと思って、「あなたはイエス様に仕えられている者なのだよ。そして、イエス様に仕えられることが先なのだよ」ということを知らせて、それを味わうことができるように助ける側に立とうとするようになるのです。これが仕えるということです。前にもお話ししたように、まずはそういう目で見たときに、イエス様の愛をもって祈るようになります。そして、サタンの様々な偽りの攻撃があるので、それから守られるように保護するようになるし、そして、それに打ち勝って現場に出て暗やみの力を打ち破って、イエスの証人として立てるように育てていくようになります。これが仕えるということです。でも、自分でイエス様に仕えられることを先にしないといけません。主に仕えることが悪いことではありません。順番が非常に大切なのです。そして、こういうことがわかったときに、仕えるものの姿勢、態度を持つようになります。人をさばいたり批判したりしないで、ねたみに走ったりもしないで、また自分のことを自慢したり、あるいは自分の何かを頑固に主張したりということは、仕える者の態度ではないということがわかります。自分がイエス様ではありません。仕えられているから。その喜びがわかっているから、兄弟姉妹のことを受け入れるようになるし、愛をもって接するようになるし、また忍耐をもって待つようになります。これが仕える者の姿勢です。あなたがたもこのようにしなさいと、イエス様が最後におっしゃいました。非常に大切です。

だから、このようにまとめたいと思います。もし皆さんの脳細胞の中、心の中に、イエス様に仕えられることを拒否するような枠があれば、それを全部取り出して壊しましょう。それが皆さんの思いでは、偉いと思うかもしれません。ペテロが「イエス様が私に仕えるなんて」と言ったように。でも、イエス様が「おまえに仕えないと、おまえはしょうがないのだよ」とおっしゃいました。自分で先にイエス様に仕えられなくても結構な存在だと思って、それなしにイエス様に仕えられるよと勘違いしているのですが違います。イエス様、神様のイメージをへんに曲げないようにしてください。いまでも皆さんの根本のために仕えていらっしゃったし、いまも仕えていらっしゃるのです。だから、まず仕えられるクリスチャンにならないといけません。それなのに、今までの価値観や何かのパターンがあって、それを拒否する思いがどこかで芽生えて出てきます。それらをことごとく全部壊してしまうようにしましょう。それでできればいつでもそうしなければいけないのですが、スタートは時間を決めた方がいいと思います。そうでなければ、普段、私たちは、そのままであれば自分でやるということが当たり前になっている者なので、それを止めて静かなときをもってイエス様に仕えられること、それにたっぷりつかる時をもって、それを優先にしていただきたいと思います。どうすればいいのか、どっちに行けばいいのか。それも忘れるほどにです。小さな子どもたちは将来どのようなビジョンをもって、どのような夢をもって、どういう人間になるか。ある意味、そういうことも全部消してください。ないほうがいいです。ただイエス様に仕えられることにたっぷりひたってください。そうすると、そこから見えてくるのです。それもないまま、これが夢です。こういう夢を持った方がいい。あるいは、夢のない子どもはだめですと言ったりします。私は夢のある子どもがだめだと思います。夢のない子どももだめだと思います。なくてもあっても構いません。主イエス・キリストが私と一緒にいらっしゃるから、今死んでも天国に行けるし、これで十分なのです。ただ生きることが許されれば、なにが一番価値あることなのでしょうか。それを問いかけると同時に、イエス様に仕えられること、イエス様の愛にたっぷりひたること、それを先にしないといけません。自分で何かを決めたりこうするべきなのだ。これだ、あれだという判断を全部消して、自分を無にして、そこにたっぷり溺れるようにしましょう。

柳先生がこういう話をしました。私にはお金がありません。才能もありません。バックグランドもありません。それが一つも苦になりません。それでどうするのかということを考えずに、イエス様の仕えられること、それにとっぷりはまって、そうすると、それに対する答えが全部出てくるのです。神が答えを出して、神様が全部なさるのです。これが本来のクリスチャンの生き方です。普通の人が聞きますと、まったく理解できないでしょう。これをキリストが私の主人ということです。こうならなきゃ、こうしなきゃということは、私たちが決めつけることであって、そういうことはありません。私たちがやるべきことというのは、イエス様が仕えていらっしゃるので、それにとっぷりひたるだけでいいのです。そうすると、何をすべきなのか、どこに行くべきなのか、辞めるべきなのか、続けるべきなのか、全部導かれて教えられるようになります。この基本です。そして、そうすると、その人は、そのイエス様に仕えられることによるうれしさ、喜び、幸せを感じるようになります。何がああなって、こうなって幸せ、うれしいではなくて、イエス様に仕えられるその時に、その中で幸せになり、そこに上から与えられる力を得るようになります。そのときに、それをもって教会に仕えるようになるし、いよいよ主に仕えるようになります。使徒13：1に、主に仕えて断食をしてと書いてあります。主に仕えるということは、神のみこころを探り、それにすべてをささげるようになります。ですから、主に仕えるようになったときに、この世に仕える存在になります。イエス様に仕えられることによって。世に仕えるということは、この暗やみの世に光を放つということです。それが苦ではなくて、自負をもって喜びをもってそのように仕えていくようになります。そういう人は、途中で長続きしないままアップダウンを激しく繰り返したりするスパイラル化から脱出するようになります。何か基本的なクリスチャンとしての勘違い、特にまじめな人間こそこういう傾向がありますが違います。皆さんがまじめであれば、どれほどまじめで何がどこまでできるのでしょうか。できないからイエス様が十字架で犠牲になったのではないでしょうか。できないから、いまも足を洗っていらっしゃるのではないでしょうか。イエス様に仕えられることを大優先にしていく、それが祈りとして現れるクリスチャンであることを祈りたいと願います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。私たちの中にある深い勘違い、それをみことばをとおして修正してくださり、信仰生活、また、キリストに従っていくことが重くて辛くてきついもの、負担になるものではなくて、うれしいことであり、喜びであり、幸せの結果であるということをひとりひとりが経験できるように、イエスに仕える前に、イエス様に仕えられるクリスチャンであることを心からお祈りいたします。感謝して、主イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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